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I, 吉えがき
騒 音の檄しい環境下 で の 会 話 の よ う に 、 人間の馳

党は雑音を抑圧して音声だけを抽出する能力を偏え

ている。 そこで、 このような生体の優れた情報処理

機構を工学上の問題解決に応用すぺく、 甚底朕 有

毛細胞そして神経細胞の聴笈末梢系モデルを用いた

雑音抑圧方式を提案し、 その主観 評価を行う。

2, アルゴリズム

提案する方式のシステム構成を図 1に示す。 また

表 lに 聴党器官の機能との対応を示す。

~. ! 某底胆モデル

娼牛の周波数分析 機能を模擬するためにしyon型の

Cascade/Parallelモデルを用いる Il。聴党系におけ

る周波数分析は困界帯域幅で示される周波数特性に

より行われているので、 I. 5[Bark]から 19.5[Bark]ま

での帯域を 190チャン ネルに 等分割 している。 図 2に

フ ィルクパンクの 5チャンネル毎の周波数特性を示す。

2. ~ 有毛細阻モデル

第 Kチャンネルの入力信号 Ykを 2乗 し て 全 波 整 流

したものを租分してパワー y,2を求めている。 租分の表 1 聴箕器官の機能 に 対応する諸元

時定数は、 立ち下がり (5[mSec])に比ぺて立ち上がり

Cl[mSec])を短くして、 語頭の情報欠落を防いでいる。
聴党器官 機能 本方式

i 3神詳細胴モデル
甚底朕 周波数分析 フィルクバンク

雑音抑圧の前に、 順方向性側抑制回路により音声
有毛細胞 半波整流 2乗全波整流

バルス密度変調 高速立上積分
のスベクトル強調を行 っている。 結合の強さ w(x)は

式 CI)に 示 す よ う に ガウスの誤差関数を用いて、 00£s 
神経細胞 側抑制 ガウス誤差関数
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図 l システム構成

結合 WE(X)と抑制結合 W> (X)の和で表現するい。結合

の強さの空間分布を図 3に示す。
忠

w(x)='IIE (x)+w, (x) 

= kE• E (-X 2 / 2 ,r E 2) -k 1• E (-X 2 / 2 <f I 2) (I) 

2. 4雑音抑圧 ：： 
式 (2)に示すように第 K チャンネルの入力信号 Y• が :-100 _ 

音声 s,とそれに無相関 な 雑 音 n,の和である時、 音声 lO lOO froquoncy [Hz] 

スペ ク ト ル の 振 幅 の最尤推定に基づいて、 音声の推 図 2 5チャンネル毎のフィルクバンクの周波数特性

定伯ふが式 (3)により 得られる 3)。 • 0.6 

y,=s,+n, (2) .. , .. 
s,= co. s+o. s t-/cv,'-il,•);v, •Jy, ca) 号.,•. 
雑音のパワーの推定値 N,• には雑音区間のパワーの

こ
:: .,., 

平均位を用いている。 また雑音の分散の推定値に基 = L .,,,.,,,,, 

づいて有音判定を行い、 無音と判断された領域では ： 
; .,., 

式 (3)の平方根の値を 強制的に 0にしている。

3, 評価
単音節明瞭度試験の結果を表 2に示す。 SN比が 6

[dB]の時に 7.5%.. SN比が 12[dB]の時 に 61'の劣化がお

こる。 その原因は主に子音の異聴である。 文迂了解 図 3 側抑制回路の結合関数

度に換mすると 1%程度の劣化である。 ま た 式 (3)から、

SN比は最大 6[dBJ改善されることとなる。 表 2 単音節明瞭度試験結果[96 l 
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